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【２０２２（令和４）年度 スペシャルオリンピックス日本・青森 事業報告】 

月 ＳＯＮ・Ａ 弘前ブランチ 青森ブランチ 八戸ブランチ 

1 

*総会資料準備 

*オンライン運営委員会開

催(29日) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊スキープログラム 0回 

＊水泳プログラム４回 

（市民プール、マエダア

リーナ） 

＊水泳プログラム4回(自衛隊) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊スケートプログラム０回 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム０回 

2 

*監査(14日) 

*オンライン評議会＆運営

委員会開催(26日) 

*総会 書面議決で実施 

*2021年度自己評価作成し

SONに提出 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊スキープログラム 0回 

※新型コロナウイルス感

染拡大の影響により活

動自粛 

＊水泳プログラム０回 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム０回 

3 

*総会報告を SONに送る 

*オンラインナショナルゲー

ム選手選考会（12日） 

*オンライン運営委員会開

催(19日) 

※プログラム再開を決定 

*全国代表者＆ブロック オ

ンライン会議 3 名参加

（26・27日） 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊スキープログラム 0回 

 

 

 

 

 

＊水泳プログラム１回 

（市民プール） 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム０回 

4 

*オンライン運営委員会開

催(30日) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊陸上プログラム 0回 

＊バスケプログラム 0回 

＊水泳プログラム２回 

（市民プール） 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム 2回(サンスタ八戸、ピアド

ゥコート) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

5 

*SONより認定状が届く 

*オンライン運営委員会開

催(21日) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊陸上プログラム 0回 

＊バスケプログラム 0回 

＊水泳プログラム９回 

（市民プール、マエダア

リーナ） 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム2回(プライフーズスタジア

ム) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

6 

*オンライン運営委員会開

催(25日) 

                           

＊陸上プログラム３回 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊バスケプログラム 0回 

＊水泳プログラム６回 

（市民プール） 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム3回(プライフーズスタジア

ム、東体育館) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

7 

*ニュースレター「ONLE 

ONE」発行 

*北海道・東北ブロックオン

ラインミーティング 7名参

加（2日） 

＊陸上プログラム１回 

 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊バスケプログラム 0回 

＊水泳プログラム３回 

（市民プール） 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム1回(プライフーズスタジア

ム) 

 

 



*オンライン運営委員会開

催(23日) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

8 

*オンライン運営委員会開

催(20日) 

 ※新型コロナウイルス感

染拡大の影響により活

動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム1回(プライフーズスタジア

ム) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

9 

*広島大会事前合宿 23 名

参加（10～11 日）三沢市

国際交流教育センター泊 

*オンライン運営委員会開

催(24日) 

＊陸上プログラム３回 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊バスケプログラム 0回 

＊水泳プログラム５回 

（市民プール、マエダア

リーナ） 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム1回(プライフーズスタジア

ム)  

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

10 

*競泳競技会は新型コロナウ 

イルス感染拡大の影響に

より中止（2日） 

*広島大会選手団県知事表 

敬訪問13名参加（11日） 

*八戸学院大学の学生対象

に説明会実施（18日） 

*オンライン運営委員会開 

催(22日) 

*八戸学院大学サッカー部

と交流試合（23日） 

＊陸上プログラム３回 ＊水泳プログラム８回 

（市民プール、マエダア

リーナ） 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム 3 回(フットサルアリーナ、

八戸学院大学美保野キャン

パス人工芝グランド、プライフ

ーズスタジアム) 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊水泳プログラム０回 

＊スケートプログラム０回 

11 

*ナショナルゲーム広島大

会22名参加（陸上・競泳・

ユニファイドサッカー） 

（4～6日） 

*北海道・東北ブロック下半

期ブロック会議 4 名参加

（12日） 

*オンライン運営委員会開

催(26日) 

*2022年度自己評価作成し

SONに提出 

*陸上プログラム 2回 

*ボウリング大会 

＊水泳プログラム５回 

（市民プール） 

＊水泳プログラム 4 回(南部

山、ウイング) 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム 0回 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊スケートプログラム０回 

12 

*2022年度センサス提出 

*オンライン運営委員会開

催(24日) 

 ＊水泳プログラム７回 

（市民プール、マエダア

リーナ） 

＊ユニファイドサッカープログラ

ム 2回(八戸市福祉体育館) 

＊水泳プログラム 8 回（自衛

隊、ウイング） 

※新型コロナウイルス感染拡

大の影響により活動自粛 

＊スケートプログラム０回 

 



（様式2）

スペシャルオリンピックス日本・青森

（単位：円）

予算額 決算額 差　異 備　　考

Ⅰ．経常収益

　１．受取会費 522,000 537,000 15,000 正会員会費 60口 ： 賛助会費 / 個人 79口、企業・団体 0口：入会費口

　２．受取助成金等 0 0 0

　３．受取負担金 488,400 154,179 △ 334,221 合宿経費、ユニホーム代、プログラム参加負担金

　４．受取寄付金 59,734 82,218 22,484 みちのくコカ・コーラ、イオン黄色いレシートキャンペーンギフトカード、青森ゴール、募金

　５．事業収益 0 0 0

　６．その他収益 0 50 50 通帳利息

　経常収益計 1,070,134 773,447 △ 296,687

Ⅱ．経常費用

１．事業費

人件費 0 0 0

スポーツプログラム費 330,650 319,384 △ 11,266 会場使用料（Uサッカー）、スポーツ安全保険料、衛生用品、メダル代、スポーツ用品

競技会費 60,000 0 △ 60,000

大会参加費　　 1,590,000 1,175,069 △ 414,931 ナショナルゲーム参加費用、事前合宿参加費用

ナショナルミーティング費 0 0 0

コーチ研修費 0 0 0

専門委員会費　 0 0 0

行事費 2,000 0 △ 2,000

広報事業費 35,000 18,128 △ 16,872 ニュースレター作成費

販売物品購入費 0 0 0

減価償却費 0 0 0

地代家賃 0 0 0

光熱水料費 0 0 0

事業費計 2,017,650 1,512,581 △ 505,069

２．管理費

人件費 0 0 0

会議費 1,000 0 △ 1,000

印刷製本費 5,000 0 △ 5,000

光熱水料費 0 0 0

消耗什器備品費 0 0 0

消耗品費 53,000 78,298 25,298 事務用品、文具、体温計、衛生用品

修繕保守費 0 0 0

通信運搬費 82,600 71,008 △ 11,592 宅配便代、郵送料、切手代、電話代、スポーツ安全保険システム利用料、振込手数料、事務局通信費

減価償却費 0 0 0

地代家賃 0 0 0

旅費交通費 0 0 0

雑費 3,000 2,000 △ 1,000 社会福祉協議会会費

管理費計 144,600 151,306 6,706

　経常費用計 2,162,250 1,663,887 △ 498,363

当期正味財産増減額 -1,092,116 -890,440 201,676

前期繰越正味財産額 1,620,022 1,620,022

次期繰越正味財産額 527,906 729,582 201,676

活動計算書

2022年 １ 月 １ 日 から 2022年 12 月 31 日 まで

科　　目



2023年度 スペシャルオリンピックス日本・青森 事業計画 （案） 

月 SON・A 弘前ブランチ 青森ブランチ 八戸ブランチ 

1 

＊オンライン運営委員会 ＊アルペンスキープロ

グラム 

＊水泳プログラム 

＊アルペンスキー

プログラム参加 

＊水泳プログラム 

＊スケートプログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

2 

＊監査 

*オンライン評議員会・ 

オンライン運営委員会 

＊アルペンスキープロ

グラム 

＊水泳プログラム 

＊アルペンスキー

プログラム参加 

＊水泳プログラム 

＊スケートプログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

3 

*総会(書面決議) 

*オンライン運営委員会 

*創立 30周年記念式典出席 

 ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊スケートプログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

4 

＊オンライン運営委員会 

＊オンライン全国会議（ＳＰ委員

会・事務局長）出席 

＊北海道・東北ブロック会議出席 

 ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

5 
＊オンライン運営委員会 ＊陸上プログラム ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

6 
＊オンライン運営委員会 

＊コーチクリニック（競泳） 

＊陸上プログラム 

 

＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

7 
＊オンライン運営委員会 ＊陸上プログラム ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

8 
＊オンライン運営委員会 

＊コーチクリニック（陸上） 

 ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

9 
＊オンライン運営委員会 ＊陸上プログラム ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

10 

＊オンライン運営委員会 ＊陸上プログラム ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊スケートプログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

11 

＊オンライン運営委員会  ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊スケートプログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

12 

＊オンライン運営委員会  ＊水泳プログラム ＊水泳プログラム 

＊スケートプログラム 

＊ユニファイドサッカープログラム 

 

＊第１4回水泳競技会 

＊米軍三沢基地 SO イベント参加 

＊各種スポーツイベント参加 

＊ニュースレター ONLYONE 発行 

＊上半期ブロック会議幹事 

＊弘前城リレーマラソン

参加 

 ＊イオン幸せの黄色いレシートキ

ャンペーン参加 

＊うみねこマラソン参加 

＊ボランティアフェスティバル参

加 

＊各種大会への参加 

 



（様式2）

スペシャルオリンピックス日本・青森

（単位：円）

予算額 前年度予算額 差　異 備　　考

Ⅰ．経常収益

　１．受取会費 575,000 522,000 53,000 正会員会費 65口 ： 賛助会費 / 個人 80口、企業・団体 2口：入会費0口

　２．受取助成金等 0 0 0

　３．受取負担金 50,000 488,400 △ 438,400 プログラム参加費（ユニファイドサッカー、スケート）

　４．受取寄付金 200,000 59,734 140,266 イオン黄色いレシートキャンペーン、ボランティアフェスティバル、個人寄付

　５．事業収益 0 0 0

　６．その他収益 0 0 0

　経常収益計 825,000 1,070,134 △ 245,134

Ⅱ．経常費用

１．事業費

人件費 0 0 0

スポーツプログラム費 435,250 330,650 104,600 保険料、会場使用料、スポーツ備品、コーチクリニック費用

競技会費 60,000 60,000 0 競泳競技会経費

大会参加費　　 0 1,590,000 △ 1,590,000

ナショナルミーティング費 0 0 0

コーチ研修費 0 0 0

専門委員会費　 0 0 0

行事費 2,000 2,000 0 米軍基地SO

広報事業費 20,000 35,000 △ 15,000 ニュースレター

販売物品購入費 0 0 0

減価償却費 0 0 0

地代家賃 0 0 0

光熱水料費 0 0 0

事業費計 517,250 2,017,650 △ 1,500,400

２．管理費

人件費 0 0 0

会議費 0 1,000 △ 1,000

印刷製本費 0 5,000 △ 5,000

光熱水料費 0 0 0

消耗什器備品費 0 0 0

消耗品費 100,000 53,000 47,000 コピー代、事務用品、文具 他

修繕保守費 0 0 0

通信運搬費 100,000 82,600 17,400 郵送料、振込手数料

減価償却費 0 0 0

地代家賃 0 0 0

旅費交通費 33,000 0 33,000 30周年記念式典

雑費 3,000 3,000 0 社協会費　他

管理費計 236,000 144,600 91,400

　経常費用計 753,250 2,162,250 △ 1,409,000

当期正味財産増減額 71,750 -1,092,116 1,163,866

前期繰越正味財産額 729,582 1,620,022 △ 890,440

次期繰越正味財産額 801,332 527,906 273,426

活動予算書　（案）

2023年 1 月 1 日 から 2023年 12 月 31日 まで

科　　目



スペシャルオリンピックス日本・青森 会則 
 

使   命 
 

スペシャルオリンピックスの使命は、知的障害のある人たちに年間を通じて、オリンピック競

技種目に準じたさまざまなスポーツトレーニングと競技の場を提供し、参加したアスリートが健

康を増進し、勇気をふるい、喜びを感じ、家族や他のアスリートそして地域の人々と、才能や技

能そして友情を分かち合う機会を継続的に提供することである。 

 

 

第 1 章  総  則 
第１条 （名称） 

本会は、「スペシャルオリンピックス日本・青森」と称する。ただし、「ＳＯ日本・青森」また

は「ＳＯＮ・青森」と略称することができる。 

 

第２条 （事務所） 

本会は、主たる事務所を下記に置く。 

    十和田市西二十一番町２１－３７－７ （事務局長 清水目明美 自宅） 

 

第３条 （組織） 

１．本会は、公益財団法人スペシャルオリンピックス日本（以下「ＳＯＮ」）の認証に基づき、

ＳＯＮ定款第２章（目的及び事業）の定め、及び本会の趣旨に賛同する会員をもって組織す

る。 

２．本会はＳＯＮ傘下の組織とし、その設立と運営はＳＯＮと本会が締結する協定書に基づくも

のとする。 

 

第４条 （目的） 

本会は知的障害のある人達（以下、「アスリート」という）とコーチ、ボランティアほか一般市

民が、日常のスポーツトレーニングや競技会、大会またはレクリエーションプログラムを通して

共に成長しながら、アスリートの自立と社会参加を促進することを目的とする。 

 

第５条 （事業） 

本会は、第４条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）アスリート、コーチ、ボランティアへの参加の呼びかけ及び会員相互の交流 

（２）アスリートのための各種スポーツ及びレクリエーションプログラムの企画と実践 

（３）コーチの養成と指導法の研究 

（４）スペシャルオリンピックス精神の普及と広報 

（５）競技会、大会の実施と参加 

（６）本会の活動に必要な資金を得るための募金活動と収益活動 

（７）その他、本会の目的達成に必要な活動 

 

 

第２章  会  員 
第６条 （会員） 

本会の会員区分は、正会員、賛助会員、登録会員とする。 

 

第７条 （入会手続き） 

本会の趣旨に賛同し、入会を希望する場合は、会長が別に定める入会申込書により、会長に申し

込むものとし、会長は正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。 

 

 



第８条 （会費及び賛助金） 

１．正会員は本会の組織運営に携わるため以下の入会金と年会費を納めることとする。 

 （１）入会金  5,000円 

 （２）年会費  5,000円 

２．賛助会員は本会の運営を支えるため、以下の賛助金を納めるものとする。 

 （１）個人賛助金 年額 1口 3,000円で 1口以上 

 （２）企業・団体賛助金 年額 1口 10,000円で 1口以上 

３．登録会員の会費は無償とする。ただし、保険は個人負担とする。 

４．スポーツプログラムに参加する会員は、保険に加入するものとする。 

５．会場使用料は個人負担とする。 

 

 

第 3 章  役  員 
第９条 （役員の種類） 

１．本会に以下の役員を置く。 

 （１）評議員  １０名以上２５名以内 

 （２）監 事   ２名 

２．評議員のなかから、会長 1 名、副会長３名以内を定め、参与、会計責任者 1 名、事務局長 1

名、事務局次長、事務局補佐を置くものとする。 

 

第１０条 （役員の選任） 

１．評議員及び監事は、総会において正会員のなかから選任する。 

２．会長及び副会長は、評議員の互選とする。 

３．会計責任者及び事務局長は、評議員会にて評議員のなかから選任する。 

４．監事は、評議員又は本会の職員を兼ねることができない。 

 

第１１条 （役員の職務） 

１．会長は、本会を代表し、その業務を総理する。 

２．副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ

指名した順序によって、その職務を代行する。 

３．評議員は、評議員会を構成し、本会則の定め及び評議員会の議決に基づき、本会の業務を遂

行する。 

４．事務局長は、評議員会の議決に基づき、本会の常務を処理する。 

５．会計責任者は、評議員会の議決に基づき、本会の予算、決算を処理する。 

６．監事は、次に掲げる職務を行う。 

（１）評議員の業務執行の状況を監査すること。 

（２）本会の財産の状況を監査すること。 

（３）評議員の業務遂行の状況又は本会の財産の状況について、評議員に意見を述べ、もしく

は評議員会の招集を請求すること。 

 

第１２条 （役員の任期） 

１．役員の任期は、２年とする。但し、再任を妨げない。 

２．補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任又は現任者の任期の

残存期間とする。 

３．役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなけれ

ばならない。 

 

第１３条 （欠員補充） 

評議員又は監事のうち、その定数の３分の１を超えるものが欠けたときは、遅滞なくこれを補充

しなければならない。 

 

 



第１４条 （解任） 

役員が次の各号のひとつに該当するに至ったときは、総会の議決により、これを解任することが

できる。この場合、その役員に対し、議決する前に弁明の機会を与えなければならない。 

（１）心身の故障のため、職務の遂行に堪えられないと認められるとき。 

（２）職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。 

 

第１５条 （役員の報酬等） 

役員の報酬等については、ないものとする。 

 

第１６条 （顧問・参与） 

１．本会に、顧問、参与を若干名置くことができる。 

２．顧問ならびに参与は、会長の推薦により、会長が委嘱する。 

３．顧問ならびに参与は、重要な事項について、会長の諮問に応じ意見を述べることができる。 

 

 

第４章  総  会 
第１７条 （種別） 

本会の総会は通常総会及び臨時総会とする。 

 

第１８条 （構成） 

総会は、正会員をもって構成する。 

 

第１９条 （権能） 

総会は、以下の事項について議決する。 

（１）活動予算案並びに決算の承認 

（２）事業報告及び活動計画案 

（３）会則の改正 

（４）役員の選任又は解任 

（５）年額一口の賛助金の額 

（６）その他評議員会より付議された運営に関する重要事項 

 

第２０条 （開催） 

１．通常総会は、毎年１回開催する。 

２．臨時総会は、次の各号のひとつに該当する場合に開催する。 

（１）評議員会が必要と認め招集の請求をしたとき。 

（２）会員総数の５分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求  

があったとき。 

 

第２１条 （招集） 

１．総会は、会長が招集する。 

２．会長は、前条第２項第１号及び第２号の規定による請求があったときは、その日から１４日 

以内に臨時総会を招集しなければならない。 

３．総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面をもって、少 

なくとも５日前までに通知しなければならない。 

 

第２２条 （議長） 

総会の議長は、会長（会長事故あるときは副会長）がこれにあたる。両者不在もしくは欠員のと

きは出席した会員のなかから選出する。 

 

第２３条 （定足数） 

総会は、会員総数の５分の１以上の出席（代理人及び委任状を含む）がなければ開会することが

できない。 



 

第２４条 （議決） 

総会の議事は、出席した会員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによ

る。 

 

第２５条 （議事録） 

１．総会の議事録については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

（１）日時及び場所 

（２）正会員総数及び出席者数 

（３）審議事項 

（４）議事の経過の概要及び議決の結果 

（５）議事録署名人の選任に関する事項 

２．議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２名以上が署名、押印しな

ければならない。 

 

 

第５章  評議員会 
第２６条 （評議員会の構成） 

評議員会は、評議員をもって構成する。 

 

第２７条 （評議員の権能） 

評議員は、本会則で定めるもののほか、次の事項を議決する。 

（１）総会に付議すべき事項 

（２）総会の議決した事項の執行に関する事項 

（３）事務局の組織及び運営に関する事項 

（４）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

 

第２８条 （開催） 

評議員会は、次の各号のひとつに該当する場合に開催する。 

（１）会長が必要と認めたとき。 

（２）評議員総数の３分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請 

求があったとき。 

（３）第１１条第６項第３号の規定により、監事から招集の請求があったとき。 

 

第２９条 （招集） 

１．評議員会は、会長が招集する。 

２．会長は、前条第２号及び第３号の規定による招集があったときは、その日から１４日以内に 

評議会を招集しなければならない。 

３．評議員会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面、若しく 

は電磁的方法より少なくとも５日前に通知しなければならない。 

４．会長が緊急の必要があると認めた場合においても、通知に関しては、書面、若しくは電磁的 

方法にて行うものとする。 

 

第３０条 （議長） 

評議員会の議長は会長（会長に事故ある時は副会長）がこれに当たる。両者不在若しくは欠員の

時は出席した会員の中から選出する。 

 

第３１条 （議決及び定足数） 

１．評議員会の議事は、出席評議員総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す 

るところによる。 

２．評議員会は在任評議員総数の２分の１の出席（書面表決者を含む）がなければ開会すること 

が出来ない。 



 

第３２条 （表決権等） 

１．各評議員の表決権は、平等なるものとする。 

２．やむを得ない理由のため評議員会に出席できない評議員は、あらかじめ通知された事項につ 

いて書面、若しくは電子メールをもって表決することができる。 

３．前項の規定により表決した評議員は、前条第１項及び次条第１項の適用については、評議員 

会に出席したものとみなす。 

４．評議員会の議決について、特別の利害関係を有する評議員は、その議事の議決に加わること 

ができない。 

５．会長又は評議員総数の３分の１以上が必要と認めたときは、少なくとも５日前までに通知さ 

れた審議事項について郵送またはファックス送信の書面、若しくは電磁的方法をもって表決 

することができる。 

 

第３３条 （議事録） 

１．評議員会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

（１）日時及び場所 

（２）評議員総数、出席者数及び出席者氏名（書面、若しくは電子メールによる表決者にあっ 

ては、その旨を付記すること）。 

（３）審議事項 

（４）議事の経過の概要及び議決の結果 

（５）議事録署名人の選任に関する事項 

２．議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、押印しな 

ければならない。 

 

 

第６章  運営組織 
第３４条 （運営委員会と専門委員会） 

本会は、事業の円滑な運営を図るために、評議員会の議決を経て、運営委員会及び各専門委員会

等の運営組織を置くことができる。 

 

第３５条 （運営委員会の構成と開催） 

１．運営委員会はスペシャルオリンピックスの活動に関して経験と知識あるものの中から会長が 

選任する運営委員によって構成される。 

２．運営委員会は原則として毎月１回会長もしくは会長の指名する運営委員長が招集し、開催す 

る。 

３．運営委員会の構成は下記の通りである。 

（１）会長 

（２）副会長 

（３）会計責任者 

（４）事務局長 

（５）各専門委員長もしくは各専門副委員長 

（６）事務局スタッフ 

 

第３６条 （機能） 

運営委員会は会長が主催し、評議員会が委任した本会の日常業務を遂行し、また、総会に付議す

べき事項を事前に審議し評議員会に提案する。 

 

第３７条 （専門委員会及び構成） 

１．専門委員会は、原則として運営委員の中から会長が選任する委員長と委員長が選任する専門 

委員によって構成される。 

２．専門委員会は専門委員長が任意に招集して開催する。 

３．専門委員会の構成は別途細則に定めた通りとする。 



 

第３８条 （事務局） 

１．本会の事務を処理するために事務局を置く。 

２．事務局には事務局長及び職員を若干名置くことができる。 

３．事務局の組織及び運営に関する事項は、評議員会の議決を経て別に定める。 

４．本会の運営を円滑に進めるために、弘前・青森・八戸にブランチ事務局を置く。 

 

 

第７章  資産及び会計 
第３９条 （資産の構成） 

本会の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 

（１）設立当初の財産目録に記載された資産 

（２）賛助金 

（３）寄付金品 

（４）財産から生じる収入 

（５）事業に伴う収入 

（６）そのほかの収入 

 

第４０条 （資産の管理） 

本会の資産は、会長が管理し、その方法は、総会の議決を経て、会長が別に定める。 

 

第４１条 （会計の原則） 

本会の会計は、ＳＯＮの定める地区組織会計基準に従って行うものとする。 

 

第４２条 （事業計画及び予算） 

本会の事業計画及びこれに伴う活動予算は、会長が作成し、総会の議決を経なければならない。 

 

第４３条 （事業報告及び決算） 

１．本会の事業報告及び決算に関しては別途細則に定める書式にて毎事業年度終了後、速やかに 

会長が作成し、監事の監査を受け、３ヶ月以内に総会の議決を経なければならない。 

２．決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。 

 

第４４条 （事業年度） 

本会の事業年度は、毎年１月１日に始まり同年１２月３１日に終わる。 

 

 

第８章  解  散 
第４５条 （解散） 

１．本会は、次に掲げる事由により解散する。 

（１）総会の決議 

（２）会員の欠亡 

（３）破産 

（４）ＳＯＮからの認証の取り消し 

２．前項第１号の事由により本会が解散するときは、正会員総数の４分の３以上の承諾を得なけ 

ればならない。 

 

第４６条 （残余財産の帰属） 

本会が解散（合併、破産又は法人化による解散は除く）したときに残存する財産は、ＳＯＮに譲

渡するものとする。 

 

 

 



 

第９章  雑  則 
第４７条 （細則） 

この会則の施行について必要な細則は、評議員会の議決を経て、会長がこれを定める。 

 

 

 

附    則 
 

１ この会則は、本会の成立の日（２００４（平成１６）年１１月２０日）から施行する。 

２ ２０１４（平成２６）年４月２６日  一部改正 

３ ２０１５（平成２７）年３月 ８日  一部改正 

４ ２０１６（平成２８）年２月２８日  一部改正 

５ ２０１７（平成２９）年４月２２日  一部改正 

６ ２０１８（平成３０）年４月１５日  一部改正 

７ ２０１９（平成３１）年２月２３日  一部改正 

８ ２０２０（令和 ２）年３月 ７日  一部改正 

９ ２０２２（令和 ４）年３月１８日  一部改正 

 

 

 

細   則 
 

１ 本会の専門委員会とそれぞれの業務内容は、以下の通りとする。 

（１）スポーツプログラム委員会 

  ①スポーツプログラムの企画立案・実施 

  ②コーチの育成研修の企画立案・実施 

  ③競技会の企画立案・実施 

（２）ファミリー委員会 

  ①ファミリーのボランティア登録の呼びかけ 

  ②ファミリー同士のネットワークづくり 

  ③新入ファミリーの相談窓口 

（３）広報委員会 

①ニュースレター「ONLY ONE」作成 

②ホームページの運営 

③その他広報活動 

（４）医療安全委員会 

①プログラム運営についての助言 

②メディカルフォームのチェック 
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八戸

青森
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八戸

八戸

青森

八戸

八戸

弘前

弘前

青森

八戸

青森

八戸

八戸

青森

　副委員長 　石澤　多枝 八戸 　副委員長

　副委員長 　下山　翔大 弘前 　副委員長

　委員長 　佐々木直樹 八戸 　委員長 　相馬　文彦 八戸

広報委員会 医療安全委員会

役　名 氏　名 ブランチ 役　名 氏　名 ブランチ

　副委員長 　小林　航 弘前 　副委員長 　瀬川　照美 弘前

　副委員長 　大沢　国彦 八戸 　副委員長 　神　ユキ子 青森

　委員長 　内海　勉 青森 　委員長 　木村　忍 八戸

スポーツプログラム委員会 ファミリー委員会

役　名 氏　名 ブランチ 役　名 氏　名 ブランチ

　監　事 　下村　良輔 　元青い森信用金庫

〃 　三國　美香 　青森明の星短期大学　講師

　事務局長 　清水目　明美 　十和田市立沢田小学校　非常勤講師

　事務局次長 　佐々木　直樹 　青森県立八戸東高等学校　

　神　ユキ子 　SON・青森・青森ブランチ事務局

　会計責任者 　竹洞　佳也子 　SON・青森・八戸ブランチ事務局

　小林　航 　青森県立浪岡養護学校　教諭

　大沢　国彦 　三沢米軍基地

　下山　翔大 　児童養護施設 幸樹園　指導員

　高坂　俊輔 　元　特別支援学校校長

　都築　一雄 　六ヶ所水泳協会

　参　与 　石澤　多枝 　元　SON・青森事務局長

　田代　俊一 　元　特別支援学校校長

評
　
　
議
　
　
員

　会　長 　馬渕　豊美 　青森県自閉症協会　会長

　副会長 　内海　勉 　青い森スイミングクラブ　代表

　　　〃 　奈良岡　久子 　元　SON・青森・弘前ブランチ事務局

スペシャルオリンピックス日本・青森　2022～2023年度役員名簿 

役　職 氏　名 所属等

　顧　問 　土岐　司 　有限会社エコ・遊　代表取締役



SON・青森 運営確認事項  

２０２３年２月２５日  

１  プログラム単位で活動する  

 ・ファミリーもしくはボランティア代表が以下の業務を行い、ヘッドコーチと協力して

運営する。（どちらか１名が運営委員会に出席する）  

 ①入会申込書などの書類を配布したり集めたりする。（保管する）  

 ②事務局に会員名簿をメールで提出する。（様式あり・メールアドレスを必ず入力）  

 ③プログラムの会場を手配する。（費用はアスリートの自己負担）  

 ④コーチ、ボランティア、ファミリー（アスリート）にプログラムの案内をする。  

 ⑤プログラム実施記録を記入する。（保管する）  

 ⑥月毎にプログラム報告一覧表を作成し、事務局にメールで提出する。  

  （前月の運営委員会から当月の運営委員会前日までの報告）  

 ⑦毎月第４土曜日９：３０～  オンライン運営委員会に出席する。  

 ⑧切手、封筒、コピー用紙、プリンターインクなど、運営に必要な費用については立替

え払いをし、領収証を事務局に送る。（後日送金）  

 ⑨会員への連絡は、事務局から一斉メール送信する。（グループ内の連絡は各自で行う）  

 ⑩会員はどこかのプログラムに所属する。（事務局所属も含める）複数のプログラムに参

加する場合はサブ登録する。  

 

２  提出書類の簡素化について  

 ・ガイドブック（リーフレット）を作り、分かりやすくする。  

 全員：入会申込書、プログラム参加同意書、コロナ同意書は、入会時のみ紙で提出。  

（２年目以降は、会費納入の確認ができ次第、事務局で更新する）  

 アスリート：健康調査票・健康診断書は２年に１回。（職場等の健康診断結果コピー可）  

 

３  会員について  

 ①登録会員は、ボランティアの学生のみとする。  

 ②登録会員・賛助会員が正会員になった場合は、入会金は免除とする。  

 ③本会の活動に支障のある言動をした者については、運営委員会の審議を経て、会長の

判断で除名することができる。  


